










 

先天異常のモニタリングシステムは,新生児集団における先天異常の発生の様子を継続的

に監視し,もしその頻度に変化がおこった場合,それをいち早く発見し,原因となる因子を

速やかに同定し,しかるべき行政的対処ができるような体制である。 

 ここで,異常事態を迅速に検出すること(第 1 段階)とそれを招来させた要因を効率よく

同定すること(第 2段階)は,自ずと異なった疫学手技が必要となる。これまで,第 1段階の

手法については，いくつかの新しい統計学的方法なども提示され,それらの比較検討もなさ

れているのでここでは第 2段階の手法に焦点をしぼって考えてみたい。 


